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教えてくれた人
ミリオン座艦

・ ・

長：井坂 浩さん

T2編集部：K.Sの疑問

お問い合わせや公演情報は
HP からご確認ください→

［所］豊岡市中央町4-12  1F

採用された方には、T2 編集部よりご連絡させてい
ただきます。採用・不採用の発表はいたしません。
また、採用・不採用についてのお問い合わせには原
則としてお答えできません。予めご了承ください。

●調査依頼フォームはこちらから →

vol.1

先日市役所に行ったら、近くに一面ドット柄の
変わった建物がありました。古いパチンコの看
板があったけど…今も何かに使われているの？

外壁の丸デザインが印象的なこの建物。元々は昭和29年（1954）に建設された「昭和パチンコ劇
場ミリオン会館」というパチンコ店で、60年間地域の娯楽施設として親しまれていました。
平成26年（2014）に閉店してからは所有会社の事務所や倉庫として使用されていましたが、豊岡
演劇祭をきっかけに１階をリノベーション。演劇を中心とした多様な活動が行える「豊岡ミリオン
座」として生まれ変わりました。
現在は大学生の作品上演を中心に、地域の人々が集い交
流できる多目的クリエイション空間として活用されていま
す。初めての人もかつての常連さんも、どうぞふらっと立
ち寄ってみてください。

元パチンコ店というストーリーもミリオン座の魅
力のひとつ。看板や店内設備など当時の面影が
数多く残っており、1階の壁面にはパチンコ台の
配線なども残されている。台を揺すると、今でも
パチンコ玉が出てくることがあるとか。

今号より始まった新コーナーでは、読者の方の身近な疑問を大募集し
ています。「近所にあるこの建物は何だろう？」「このお地蔵さんはどう
してカラフルなの？」など、但馬で見かけた気になる疑問をT2編集部
へお寄せください。何気ない疑問や長年の謎など、お気軽にどうぞ！

アートスペース 「豊岡ミリオン座」です！
元々は 「昭和パチンコ劇場ミリオン会館」というパチンコ店でした。

豊岡市役所の近くにある、
ドット柄の建物はナニ？

外壁の丸型は
ひとつひとつ型を使い
手作業で作られたそう

いろいろな作品が
年間を通して

上演されています！
気軽にどうぞ！

令和2 年（2020）に地域おこし協
力隊として赴任。現在はミリオン
座管理の他、江原河畔劇場のス
タッフ、芸術文化観光専門職大
学の特別講師や豊岡演劇祭の
運営スタッフなど、幅広く活動中。

但馬の疑問 調べます

あなたの疑問 大募集！

新コーナー！
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但馬の未来をデザインする

T A J I M A
D E S I G N

自
然
災
害
か
ら
文
化
財
を
守
る
た
め
の
知
恵
と
工
夫

名
草
神
社 

保
存
修
理
工
事

宮
大

工
の

伝統工法と

現
代

技術の融合

　

昔
か
ら
妙
見
信
仰
の
山
と
し
て
親
し
ま

れ
て
き
た
養
父
市
八
鹿
町
に
そ
び
え
立
つ

妙
見
山（
１
１
３
９
メ
ー
ト
ル
）。

　

標
高
８
０
０
メ
ー
ト
ル
の
山
中
に
鎮
座

す
る「
名な
ぐ
さ草
神
社
」は
、古
く
は「
妙
見
社
」

と
呼
ば
れ
、
但
馬
内
外
か
ら
多
く
の
人
の

崇
敬
を
集
め
て
き
た
。
江
戸
時
代
に
は
、

豊
作
祈
願
の
神
社
と
し
て
参
詣
者
が
絶
え

ず
、
但
馬
を
代
表
す
る
大
社
と
し
て
知
ら

れ
て
い
る
。
山
岳
信
仰
の
聖
地
と
し
て
栄

え
、
か
つ
て
は
多
く
の
人
々
が
登
山
道
を

歩
い
て
参
詣
し
た
。
現
在
は
、
八
鹿
町
内

か
ら
神
社
ま
で
車
で
行
け
る
が
、「
本
当
に

こ
の
山
の
中
に
神
社
が
あ
る
の
か
」と
思

う
ほ
ど
、
山
深
い
場
所
に
鎮
座
し
て
い
る
。

　

参
道
を
上
る
と
、
真
っ
先
に
見
え
て
く

る
の
は
、
美
し
い
朱
塗
り
の「
三
重
塔
」。

高
さ
23
・
９
メ
ー
ト
ル
の
壮
大
な
姿
は
、

ま
ず
訪
れ
た
者
の
心
を
圧
倒
す
る
。

　
明
治
37
年（
１
９
０
４
）に
国
指
定
を
受

け
た
文
化
財
で
あ
り
、
戦
前
ま
で
は
国
宝
の

建
造
物
で
、
島
根
県
の
出
雲
大
社
が
本
殿

を
造
営
す
る
際
に
、
妙
見
山
の
妙
見
杉
を

御
用
材
と
し
て
提
供
し
た
お
礼
に
譲
り
受

け
た
も
の
だ
。
出
雲
大
社
に
関
連
す
る
建

造
物
で
は
最
も
古
い
と
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
こ
か
ら
石
段
を
上
る
と
、
よ
う
や
く

拝
殿
が
迎
え
て
く
れ
る
。
拝
殿
の
中
央
は

土
間
の
通
路
に
な
っ
て
お
り
、
拝
殿
を
門

の
よ
う
に
潜
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
う
や

く
本
殿
の
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
「
通
路
の
両
側
に
は
、
床
を
張
っ
た
板
の

間
が
あ
り
、
中
央
が
通
路
と
な
っ
て
い
ま

す
。こ
れ
は『
割わ
り
は
い
で
ん

拝
殿
』と
呼
ば
れ
る
神
社

で
は
珍
し
い
形
式
の
拝
殿
で
す
。
正
面
か
ら

見
る
と
、
威
風
堂
々
と
し
た
趣
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
石
垣
か
ら
前
方
に
縁
が
張
り

出
し
、石
垣
の
下
か
ら
高
さ
３・５
メ
ー
ト

ル
の
柱
で
縁え
ん
ゆ
か床
を
支
え
る『
縣か
け
づ
く
り造』と
い
う

建
築
様
式
に
よ
る
も
の
。
通
路
か
ら
少
し

だ
け
見
え
る
本
殿
が
そ
の
先
の
期
待
感
を

膨
ら
ま
せ
、
三
重
塔
か
ら
連
続
す
る
荘
厳

な
社
殿
に
巡
礼
者
は
畏
敬
の
念
を
抱
い
た

こ
と
で
し
ょ
う
」と
は
、
養
父
市
教
育
委

員
会
・
文
化
財
専
門
員
の
谷
本
進
さ
ん
。

　

杉
木
立
に
囲
ま
れ
た
境
内
は
、
特
別
な

空
気
を
感
じ
さ
せ
る
。
古
の
巡
礼
者
は
登

山
道
を
上
っ
た
先
に
見
え
る
大
社
に
驚
嘆

し
、
ま
た
、
心
を
癒
さ
れ
た
に
違
い
な
い
。

本
殿
と
拝
殿
は
、
平
成
22
年（
２
０
１
０
）

に
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

国指定重要文化財

名草神社（本殿・拝殿）

 特集・タジマデザイン

養父市

妙
見
信
仰
の
聖
地

拝殿は割拝殿という珍しい様式で、正面の縁は石垣の前方に張り出して下から支える縣造で建築されている。
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「
名
草
神
社
の
建
物
を
維
持
す
る
上
で
、

一
番
気
を
つ
け
て
い
る
の
が
雪
対
策
で
す

ね
。
こ
の
場
所
は
但
馬
で
も
雪
が
多
い
所

で
、
今
で
も
２
メ
ー
ト
ル
は
雪
が
積
も
り

ま
す
。
途
中
か
ら
道
路
の
除
雪
が
さ
れ
な

い
の
で
、
中
腹
か
ら
歩
い
た
り
、
ス
ノ
ー

モ
ー
ビ
ル
を
使
用
し
て
神
社
ま
で
行
き
、

雪
か
き
は
小
ま
め
に
す
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
」と
は
、
宮
司
の
井
上
憲の
り
つ
ぐ次
さ
ん
。

　
し
か
し
、平
成
24
年（
２
０
１
２
）の
冬
、

日
本
海
沿
岸
各
地
を
襲
っ
た
大
雪
は
養
父

市
で
も
そ
の
猛
威
を
振
る
い
、
３
月
に
は

名
草
神
社
の
本
殿
と
拝
殿
の
屋
根
が
、
降

り
積
も
っ
た
雪
の
重
み
で
破
損
し
た
。

　

妙
見
山
の
８
合
目
に
位
置
し
、
多
い
時

に
は
約
３
メ
ー
ト
ル
も
の
雪
に
覆
わ
れ
る

雪
深
い
場
所
。
雪
対
策
が
講
じ
ら
れ
た
丈

夫
な
造
り
に
は
な
っ
て
い
た
が
、
長
年
の
歳

月
に
よ
っ
て
地
盤
が
沈
下
し
、
柱
な
ど
の

軸
部
分
や
軒
廻
り
の
破
損
も
進
ん
で
い
た

た
め
、
本
殿
と
拝
殿
の
抜
本
的
な
修
理
が

必
要
不
可
欠
で
あ
っ
た
。

　
こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、「
町
の
シ
ン
ボ

ル
で
も
あ
る
神
社
を
立
派
な
姿
に
戻
そ

T A J I M A
D E S I G N

住
民
の
思
い
が
詰
ま
っ
た
神
社

８
年
に
も
及
ぶ
大
修
理
の
軌
跡

う
」と
住
民
が
立
ち
上
が
り
、
平
成
25
年

に
地
元
の
小お

さ佐
地
域
に
お
い
て「
名
草
神

社
災
害
復
旧
工
事
奉
賛
会
」を
組
織
。
本

殿
・
拝
殿
の
保
存
修
理
に
向
け
て
、
奉
賛

金
の
募
集
活
動
が
始
ま
っ
た
。

　

そ
し
て
、
平
成
27
年（
２
０
１
５
）、
奉

賛
会
を
始
め
、
国
・
兵
庫
県
・
養
父
市
の

支
援
の
下
、「
重
要
文
化
財
名
草
神
社
保

存
修
理
事
業
」と
し
て
、
本
殿
・
拝
殿
の
保

存
修
理
工
事
に
着
手
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

宝
暦
４
年（
１
７
５
４
）完
成
の
本
殿

と
、
元
禄
２
年（
１
６
８
９
）
完
成
の
拝

殿
。
ど
ち
ら
も
建
築
以
来
、
初
め
て
の
大

修
理
で
あ
り
、
保
存
修
理
工
事
は
、
平
成

27
年
度
か
ら
平
成
32
年
度
ま
で
の
６
か
年

の
計
画
で
行
わ
れ
た
。

　
「
平
成
・
令
和
の
大
修
理
」と
呼
ぶ
に

ふ
さ
わ
し
い
大
規
模
な
保
存
工
事
で
あ

り
、
本
殿
・
拝
殿
の
屋
根
の
葺
き
替
え
及

び
拝
殿
の
柱
の
取
り
替
え
、
沈
下
し
た
基

礎
や
石
垣
の
修
理
、
建
物
の
彩
色
な
ど
、

事
業
の
内
容
は
多
岐
に
渡
っ
た
。

　

ま
ず
取
り
掛
か
っ
た
の
が
、
拝
殿
の
修

理
。
地
盤
の
不
同
沈
下
に
よ
り
建
物
が
や

平
成・令
和
の
大
修
理
が
始
ま
る

雪
害
や
経
年
劣
化
に
よ
る
破
損

名草神社に参拝すると、まず迎えてくれるのが三重
塔。出雲大社から譲り受けた建物で、寛文5 年（1665）
1月に解体し、島根県から日本海を渡り、豊岡市の津居
山港に運ばれた。5月には妙見山まで人の手で運ば
れ、9月に完成したと伝わる。

地盤沈下などが原因で変形した本殿の基礎
（下）。建物の土台を支える基礎部分だけ
に、早急な保存修理が必要であった。

名草神社  宮司名草神社  宮司
井上 憲次 さん井上 憲次 さん

参拝者は「よくぞこんな場所に
立派な神社を建てた」と
おっしゃる方が多いです。
先人から受け継いだ

この壮大な建物が残る名草神社へ
ぜひお参りにお越しください。

平成24 年の大雪で破損した本殿向拝。妙見
山の山中に鎮座する雪深い場所だけに、長
年、雪への対策に悩まされていた。

《取材協力及び資料・写真提供》  
  養父市教育委員会
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積
雪
対
策
と
耐
震
補
強
へ
の
挑
戦

や
傾
い
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
、
さ
ら
に
、

建
物
の
土
台
や
基
礎
、石
垣
に
変
形
や
破

損
も
生
じ
て
い
た
。

　
「
土
台
や
石
垣
を
修
理
す
る
た
め
に
は

建
物
の
移
動
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
そ
の

た
め
、
木
造
建
築
の
修
理
で
よ
く
用
い
ら

れ
る『
曳ひ
き
や家
工
法
』に
よ
っ
て
、
ま
ず
は
拝

殿
を
本
殿
側
に
約
10
メ
ー
ト
ル
移
動
さ
せ

ま
し
た
。
特
に
正
面
向
か
っ
て
右
側
の
石

垣
の
状
態
が
悪
く
、
石
垣
を
解
体
し
て
修

理
し
て
い
ま
す
。ま
た
、
地
盤
沈
下
へ
の
対

策
と
し
て
は
、
深
さ
約
22
メ
ー
ト
ル
ま
で

鋼
管
杭
を
打
ち
込
み
、
建
物
を
支
え
る
鉄

骨
架
台
を
設
置
し
て
い
ま
す
」と
、
工
事

を
担
当
し
た
播
磨
社
寺
工
務
店（
加
西

市
）の
大
西
好よ
し
ひ
ろ浩
さ
ん
は
話
す
。

　

今
回
の
保
存
修
理
の
大
き
な
特
徴
は
、

耐
震
補
強
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
こ
れ

は
、
長
年
悩
ま
さ
れ
て
き
た
雪
へ
の
対
策
に

加
え
て
、
地
震
へ
の
備
え
に
よ
る
も
の
だ
。

　
「
工
事
開
始
の
２
年
目
に
熊
本
地
震
が

発
生
し
、
文
化
庁
の
指
示
の
下
、
耐
震
工

事
を
強
化
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
熊

本
城
の
石
垣
が
崩
れ
た
光
景
は
衝
撃
的
で

あ
り
、
文
化
財
の
保
存
修
理
に
耐
震
が
重

視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
契
機
で
し
た
」

と
は
、
文
化
財
専
門
員
の
谷
本
さ
ん
。

　

床
下
に
は
地
震
の
揺
れ
を
吸
収
す
る
耐

震
ダ
ン
パ
ー
を
設
置
し
、
既
存
の
板
壁
を

活
用
し
て
横
揺
れ
に
強
い
耐
力
壁
と
し
て

補
強
す
る
な
ど
、
伝
統
工
法
と
現
代
の
技

術
が
融
合
す
る
よ
う
に
耐
震
対
策
が
実

施
さ
れ
て
い
る
。

　

播
磨
社
寺
工
務
店
は
、
姫
路
城
の
保
存

修
理
に
も
携
わ
る
な
ど
、
数
々
の
社
寺
建

築
の
設
計
施
工
や
修
理
な
ど
を
請
け
負
っ

て
き
た
。
そ
の
よ
う
な
エ
キ
ス
パ
ー
ト
で

あ
っ
て
も
、
文
化
財
の
保
存
修
理
は
難
し

い
と
大
西
さ
ん
は
話
す
。

　
「
文
化
財
は
修
理
の
方
法
に
制
約
が
あ

り
、
基
本
的
に
は
現
状
を
い
か
に
保
存
す

る
か
を
求
め
ら
れ
ま
す
。
建
物
の
構
造
自

体
に
手
を
加
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、

耐
震
ダ
ン
パ
ー
な
ど
の
現
代
の
技
術
は
補

助
的
に
使
用
し
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。
本

来
な
ら
、
基
礎
部
分
に
直
接
ダ
ン
パ
ー
を

取
り
付
け
れ
ば
済
む
こ
と
も
、
あ
え
て
回

り
く
ど
い
方
法
で
耐
震
補
強
を
考
え
な
い

と
い
け
な
い
の
で
す
。
ま
た
、
文
化
財
の
場

合
、
耐
震
補
強
の
方
法
も
実
例
が
少
な

く
、
そ
の
建
物
に
合
っ
た
方
法
を
創
意
工

夫
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
実
際
に
地
震

が
起
き
な
い
と
、
そ
の
効
果
を
実
証
で
き

な
い
こ
と
も
難
し
い
と
こ
ろ
で
す
ね
」。

文
化
財
の
耐
震
補
強

養父市教育委員会養父市教育委員会
歴史文化財課  文化財専門員歴史文化財課  文化財専門員

谷本 進 さん谷本 進 さん

本殿の屋根は
千鳥破風と唐破風のある

入母屋造で、
当初は銅瓦葺です。
日光東照宮といった
大神社の本殿に
見られる形式です。

拝殿は曳屋工法（左）で建物を移動し、基礎や石垣を修理した。修理前の発拝殿は曳屋工法（左）で建物を移動し、基礎や石垣を修理した。修理前の発
掘調査により、礎石の抜き取り跡が見つかり、古い拝殿は現在よりも1.8m 本掘調査により、礎石の抜き取り跡が見つかり、古い拝殿は現在よりも1.8m 本
殿側（北側）に建てられていたことが分かった。現在の拝殿は石垣を積んで、殿側（北側）に建てられていたことが分かった。現在の拝殿は石垣を積んで、
南側に動かしたと考えられている。南側に動かしたと考えられている。

傷んだ部分は根継ぎ（左下）という方法で新しい部材に取り替えられた。できるだけ前の部材と同じよう傷んだ部分は根継ぎ（左下）という方法で新しい部材に取り替えられた。できるだけ前の部材と同じよう
になるように色味なども調整している。崩れた石垣は勾配を確認しながら積み直された。解体前に付けになるように色味なども調整している。崩れた石垣は勾配を確認しながら積み直された。解体前に付け
た番号通りに石垣を積み直し、元の姿のままに復元されている。た番号通りに石垣を積み直し、元の姿のままに復元されている。

6



T A J I M A
D E S I G N

　

本
殿
の
修
理
は
建
物
全
体
を
１
メ
ー
ト

ル
ほ
ど
持
ち
上
げ
、「
揚あ
げ
や屋
」と
い
う
工
法

で
行
わ
れ
た
。
基
礎
石
な
ど
を
水
平
に
据

え
直
し
、
拝
殿
と
同
じ
よ
う
に
傷
ん
だ
柱

は
損
傷
し
た
部
分
を
切
り
取
り
、
新
た
に

付
け
替
え
る「
根ね

つ継
ぎ
」と
呼
ば
れ
る
修

理
が
施
さ
れ
た
。
取
り
替
え
た
木
材
は
全

て
同
種
の
国
産
材
を
使
い
、
文
化
財
と
し

て
の
価
値
を
損
な
わ
な
い
よ
う
に
保
存
修

理
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
建
物
の
修
理
と
合
わ
せ
て
、
江

戸
時
代
の
色
彩
を
復
元
す
る
た
め
、
彩
色

調
査
も
行
わ
れ
た
。
屋
根
の
骨
組
み
で
あ

る
垂た
る
ぎ木
な
ど
の
部
材
の
間
か
ら
当
時
の
朱

色
を
発
見
。
ま
た
、
屋
根
の
下
に
使
わ
れ

創
建
当
初
の
彩
色
が
蘇
る

次
の
世
代
へ
文
化
財
を
繋
ぐ

拝殿床下（中央）には耐震のための補強材が取り付けら拝殿床下（中央）には耐震のための補強材が取り付けら
れ、石垣の崩壊や地盤沈下に備えて鉄骨架台が設置され、石垣の崩壊や地盤沈下に備えて鉄骨架台が設置さ
れた。本殿床下（下）には格子組の耐震壁が設置され、れた。本殿床下（下）には格子組の耐震壁が設置され、
柱周りにも揺れを吸収する耐震補強が施されている。柱周りにも揺れを吸収する耐震補強が施されている。

彩色調査による彩色復元により、江戸時代の極彩色が蘇った。飾り金具も全て取り外し、彩色調査による彩色復元により、江戸時代の極彩色が蘇った。飾り金具も全て取り外し、
金箔を押して、当初の姿に復元された。その見事さは新品と見間違えるほどの美しさ。金箔を押して、当初の姿に復元された。その見事さは新品と見間違えるほどの美しさ。

江
戸
時
代
の
外
観
を
復
元

JR 八鹿駅、道の駅「ようか但馬蔵」「但馬楽座」、養父市内の
宿泊施設からタクシーで観光ができる「定額観光タクシー」。
時間制の定額料金なので、お得に養父観光が楽しめます。
※完全予約制（２日前までに各タクシー会社へ連絡が必要）
・丸八観光タクシー  Tel.079-662-6208（7:30 ～23:00）
・全但タクシー Tel.079-662-4128（7:00 ～23:00）
・あいあいタクシー Tel.079-664-2833（7:00 ～20:00）

名草神社など、養父市内の名所を周遊するなら
時間制定額観光タクシーがおすすめ

INFORMATION

●詳細はやぶ市観光協会ホームページへ
https://www.yabu-kankou.jp/taxi

今号より誌面では伝えきれないエピソードを
動画でお届けします。百聞は一見にしかず！
YouTubeチャンネルで公開しています。

取材のこぼれ話を動画でお届けします！
T2 番 外 編

冬は2メートル級の雪が降り積もる。冬は2メートル級の雪が降り積もる。
（写真提供：播磨社寺工務店）（写真提供：播磨社寺工務店）

た
青
黒
い
金
具
の
中
か
ら
金
色
に
輝
く
金

メ
ッ
キ
も
見
つ
か
り
、
そ
こ
か
ら
科
学
的

な
分
析
調
査
で
建
築
当
時
に
使
用
さ
れ

た
材
料
を
特
定
し
、ほ
ぼ
江
戸
時
代
の
姿

の
ま
ま
に
彩
色
が
再
現
さ
れ
て
い
る
。

　

破
損
か
ら
11
年
、
耐
震
補
強
な
ど
に
よ

り
当
初
の
計
画
か
ら
期
間
が
延
長
さ
れ
、

８
年
の
歳
月
を
か
け
て
行
わ
れ
た
名
草
神

社
の
大
修
理
。
令
和
４
年（
２
０
２
２
）に

一
連
の
修
理
が
完
了
し
、10
月
に
開
催
さ
れ

た
記
念
式
典
で
は
、
地
元
住
民
を
中
心
と

し
た
参
加
者
一
同
が
、
往
時
の
姿
へ
と
蘇
っ

た
名
草
神
社
に
感
動
の
声
を
上
げ
た
。

　
「
文
化
財
を
次
の
世
代
へ
」。
取
材
し
た

３
人
が
口
を
揃
え
る
の
は
、
雪
へ
の
備
え

だ
。
今
回
、
屋
根
裏
か
ら
軒
先
を
支
え
る

「
桔は
ね
ぎ木
」を
追
加
し
、
積
雪
へ
の
対
策
も
施

し
た
。
伝
統
工
法
と
現
代
の
技
術
が
融
合

し
た
名
草
神
社
の
本
殿
と
拝
殿
。
先
人
た

ち
が
残
し
た
貴
重
な
文
化
遺
産
は
、
未
来

へ
と
確
実
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

7
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朝
来
市
山
東
町
溝み
ぞ
く
ろ黒
の
住
宅
街
に
佇

む
上う

え
み
ち道
製
菓
。
父
親
で
あ
る
先
代
か
ら
引

き
継
ぎ
、
三
姉
妹
と
そ
の
家
族
が
そ
れ
ぞ

れ
役
割
分
担
し
な
が
ら
お
菓
子
作
り
を
営

む
、ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
老
舗
和
菓
子
屋
だ
。

　

そ
ん
な
上
道
製
菓
で
、
暑
い
夏
に
人
気

が
高
ま
る
の
が「
シ
ャ
リ
も
っ
ち
ア
イ
ス
」。

　

見
た
目
は
普
通
の
ア
イ
ス
バ
ー
だ
が
、

「
実
は
葛く

ず
の
生
菓
子
を
凍
ら
せ
た
も
の
な

ん
で
す
」と
店
主
は
言
う
。
夏
と
い
え
ば

水
羊よ
う
か
ん羹
な
ど
が
定
番
だ
が
、
暑
い
時
期
は

和
菓
子
か
ら
客
足
が
遠
の
き
が
ち
だ
っ

た
。も
っ
と
夏
ら
し
い
も
の
を
と
考
え
て
い

た
際
、
目
を
つ
け
た
の
が
ア
イ
ス
バ
ー
だ
。

vol.51

生菓子のため、賞味期限は購入から1 ヶ月。朝来市のふるさと納
税返礼品にも選ばれており、購入は本店の他、ネット通販でも可
能。また、道の駅「但馬のまほろば」などでも夏季を中心に取り扱
いあり。葛餅のようにプルプル

　

し
っ
か
り
と
凍
ら
せ
た
ア
イ
ス
を
か
じ

る
と
、「
シ
ャ
リ
ッ
」の
中
に
も「
も
ち
っ
」

と
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
歯
応
え
が
あ
る
。

　

周
り
が
溶
け
始
め
る
と「
も
っ
ち
り
」

が
増
し
、
味
や
香
り
も
よ
り
感
じ
ら
れ
る

よ
う
に
な
る
。
ア
イ
ス
ら
し
か
ら
ぬ
食
べ

応
え
が
あ
り
、
や
や
小
ぶ
り
な
が
ら
し
っ

か
り
ひ
と
つ
の
菓
子
を
味
わ
っ
て
い
る
と
い

う
満
足
感
が
あ
る
。

　

絶
妙
な
か
た
ま
り
具
合
は
何
度
も
試
作

を
重
ね
実
現
し
た
も
の
。
葛
特
有
の
食
感

を
楽
し
ん
で
も
ら
う
た
め
、
あ
え
て
輪
切

り
な
ど
の
大
き
な
果
実
は
入
れ
て
い
な
い
。

　

味
は
あ
ず
き
練
乳
、い
ち
ご
練
乳
、つ

ぶ
つ
ぶ
み
か
ん
、ラ
ム
ネ
の
４
種
類
。
農
作

業
の
休
憩
時
間
や
子
ど
も
の
お
や
つ
な
ど

老
若
男
女
に
愛
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
懐
か
し

く
優
し
い
甘
さ
に
仕
上
が
っ
て
い
る
。

　

中
で
も
あ
ず
き
練
乳
は
、
先
代
か
ら
作

り
方
を
受
け
継
い
で
き
た
自
家
製
あ
ん
こ

を
使
用
。
常
連
客
か
ら
の
評
判
も
上
々
だ
。

　

ど
の
食
感
も
魅
力
的
だ
が
、
店
主
曰
く

「
少
し
溶
け
始
め
た
頃
が
お
す
す
め
で
す

よ
」と
の
こ
と
。
溶
け
て
も
液
体
に
な
ら
な

い
の
で
小
さ
な
子
ど
も
に
も
食
べ
さ
せ
や

す
く
、
複
数
の
味
を
切
り
分
け
て
シ
ェ
ア

す
る
な
ど
楽
し
み
方
も
様
々
。
ぜ
ひ
お
気

に
入
り
の
食
べ
方
を
探
し
て
欲
し
い
。

Ippin
但馬
の隠れた逸品

｜　 上道製菓  シャリもっちアイス　 ｜

溶けてもプルン♪
葛を使った新感覚アイス

it
ad
ak
im
as

u

■上道製菓
［所］朝来市山東町溝黒403-1
［時］8:00〜18:00  ［休］火曜日    
［TEL］079-676-3125
[Instagram] @uemichiseika
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ぶ
つ
ぶ
み
か
ん
、ラ
ム
ネ
の
４
種
類
。
農
作

業
の
休
憩
時
間
や
子
ど
も
の
お
や
つ
な
ど

老
若
男
女
に
愛
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
懐
か
し

く
優
し
い
甘
さ
に
仕
上
が
っ
て
い
る
。

　

中
で
も
あ
ず
き
練
乳
は
、
先
代
か
ら
作

り
方
を
受
け
継
い
で
き
た
自
家
製
あ
ん
こ

を
使
用
。
常
連
客
か
ら
の
評
判
も
上
々
だ
。

　

ど
の
食
感
も
魅
力
的
だ
が
、
店
主
曰
く

「
少
し
溶
け
始
め
た
頃
が
お
す
す
め
で
す

よ
」と
の
こ
と
。
溶
け
て
も
液
体
に
な
ら
な

い
の
で
小
さ
な
子
ど
も
に
も
食
べ
さ
せ
や

す
く
、
複
数
の
味
を
切
り
分
け
て
シ
ェ
ア

す
る
な
ど
楽
し
み
方
も
様
々
。
ぜ
ひ
お
気

に
入
り
の
食
べ
方
を
探
し
て
欲
し
い
。

　

新
温
泉
町
浜
坂
に
あ
る
株
式
会
社
ジ
オ

デ
ザ
イ
ン
ワ
ー
ク
ス
は
、
創
業
40
年
を
迎

え
る
測
量
設
計
・
地
理
空
間
情
報
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
。
山
陰
近
畿
自
動
車
道

の
一
区
間
で
あ
る
浜
坂
道
路
Ⅱ
期
や
、
周

辺
の
地
籍
調
査
な
ど
、
公
共
事
業
を
は
じ

め
数
多
く
の
現
場
に
携
わ
っ
て
い
る
。

　

測
量
と
聞
く
と
、二
人
一
組
で
三
脚
と

ポ
ー
ル
を
使
い
計
測
し
て
い
る
姿
を
思
い

浮
か
べ
る
人
も
多
い
だ
ろ
う
。し
か
し
、
近

年
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
I
C
T

化
に
伴
い
、
測
量
を
取
り
巻
く
環
境
や
機

器
は
格
段
に
進
歩
し
て
い
る
。

　
「
野
外
作
業
が
多
く
敬
遠
さ
れ
が
ち
で

す
が
、
実
は
カ
ッ
コ
イ
イ
仕
事
な
ん
で
す

よ
」と
は
、
代
表
の
谷
岡
勝
将
さ
ん
。

　
「
ま
ず
工
事
計
画
を
作
り
ま
す
が
、そ
の

基
礎
と
な
る
の
が
地
形
の
デ
ー
タ
や
土
地

の
境
界
で
す
。そ
れ
を
調
べ
る
の
が
測
量
な

の
で
、
全
て
の
事
業
に
と
っ
て『
は
じ
ま
り

の
仕
事
』で
す
ね
」と
胸
を
張
る
。
も
ち
ろ

ん
従
来
の
測
量
も
行
う
が
、
現
場
に
合
わ

せ
て
ド
ロ
ー
ン
や
レ
ー
ザ
ー
ス
キ
ャ
ナ
ー
な

ど
最
新
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
導
入
。
山
間

部
な
ど
複
雑
な
地
形
が
多
い
但
馬
で
は
、

場
所
に
合
わ
せ
た
機
器
の
選
択
や
測
量
計

画
が
特
に
重
要
だ
と
谷
岡
さ
ん
は
話
す
。

　

ま
た
、
若
い
世
代
に
も
っ
と
測
量
に
興

味
を
持
っ
て
も
ら
お
う
と
、
令
和
５
年
に

社
名
や
ロ
ゴ
を
刷
新
し
た
。
ス
タ
イ
リ
ッ

シ
ュ
さ
を
取
り
入
れ
て
、
土
木
業
界
の
イ

メ
ー
ジ
向
上
に
も
努
め
て
い
る
。

　

谷
岡
さ
ん
は「
ひ
と
つ
と
し
て
同
じ
現

場
は
な
く
、
ど
う
工
夫
す
れ
ば
正
確
な

デ
ー
タ
が
取
得
で
き
る
か
が
面
白
い
と
こ

ろ
」と
や
り
が
い
を
語
る
。
現
場
に
よ
っ
て

は
ミ
リ
単
位
の
正
確
さ
を
要
求
さ
れ
る
こ

と
も
あ
り
、
常
に
誤
差
と
の
闘
い
だ
。

　
「
測
量
は
計
画
に
携
わ
っ
て
終
わ
り
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
図
面
通
り
に
完
成
し
た
か

の
確
認
や
災
害
発
生
時
は
現
場
に
駆
け
つ

け
る
な
ど
、
社
会
生
活
の
基
盤
で
あ
る
イ

ン
フ
ラ
の
維
持
・
管
理
に
は
欠
か
せ
ま
せ

ん
」と
話
す
。

　

全
て
の
基
準
で
あ
り
、
土
台
と
な
る
測

量
。
日
々
当
た
り
前
に
接
し
て
い
る
道
路

や
河
川
も
、
彼
ら
に
支
え
ら
れ
て
い
る
。

測
量
っ
て
カ
ッ
コ
イ
イ
。全
て
は「
測
る
」こ
と
か
ら
始
ま
る
。

■株式会社ジオデザインワークス
［所］新温泉町浜坂407-1　［問］0796-82-1461
伝統的な測量技術と最新技術を融合させ、「はじまりの仕事」である測量・設計を
通じ地域の課題解決を行う。 https://geo-designworks.com

〜但馬が誇る企業の現場に密着〜

vol.28

機材を背負い、
山林部や海など
様々な現場へ
向かうことも

得たデータを
適切に処理するのも、

測量士にとって
重要な仕事です

社名変更時にユニフォームも一新。若い世代に向
けたSNS 発信や、オシャレな求人動画も制作した。

地上型地上型
レーザーレーザー
スキャナースキャナー

トータル
ステーション

測量で培われたドローン
技術を活用し、地元企業
のPR動画撮影なども行
なっている。

PC画面上では立体画像に見えるが、PC画面上では立体画像に見えるが、
拡大すると点の集まりだということが拡大すると点の集まりだということが
分かる。この点ひとつひとつが測量で分かる。この点ひとつひとつが測量で
得た位置座標によって記されている。得た位置座標によって記されている。

拡大画面拡大画面



豊岡市竹野
町田

た く ひ

久日

ん
、
坂
本
恭き
ょ
う
じ二
さ
ん
、
浜は
ま
た
に
ひ
と
し

谷
斎
さ
ん
の
案

内
で
裏
路
地
探
険
を
ス
タ
ー
ト
。リ
ア
ス
式

海
岸
の
狭
い
入
り
江
に
佇
む
田
久
日
集
落

は
、
狭
い
谷
あ
い
の
川
沿
い
に
家
々
が
密
集

し
て
建
ち
並
び
、入
り
組
ん
だ
路
地
は
ま
る

で
迷
路
の
よ
う
だ
。
外
壁
は
日
本
海
特
有

の
潮
風
に
強
い
焼
杉
板
で
覆
わ
れ
、ノ
ス
タ

ル
ジ
ッ
ク
な
漁
村
の
風
景
を
残
し
て
い
る
。

　

取
材
を
し
た
時
期
は
春
の
ワ
カ
メ
漁
の

最
盛
期
に
あ
た
り
、ワ
カ
メ
を
干
す
情
景

が
郷
愁
を
誘
う
。
日
本
海
の
荒
波
で
育
ま

れ
た
ワ
カ
メ
は
、
冬
場
の
岩
海
苔
と
と
も

に
特
産
品
と
し
て
人
気
が
あ
る
と
い
う
。

　
「
夏
は
最
高
に
海
の
景
色
が
よ
い
場
所

で
す
が
、
冬
は
北
西
風
が
ま
と
も
に
吹
き

つ
け
ま
す
。
雪
も
降
り
ま
す
が
、
風
で
吹

き
飛
ん
で
し
ま
う
ほ
ど
で
す
」と
、
地
元

の
方
々
は
一
同
に
口
を
揃
え
る
。

　

集
落
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る「
弁
財
天
社
」

は
、
日
本
海
の
激
し
い
波
風
に
長
い
年
月

を
か
け
て
風
化
・
侵
食
さ
れ
た
洞
窟
の
中

に
社
が
造
ら
れ
て
お
り
、
海
上
の
安
全
や

大
漁
を
祈
る
場
と
な
っ
て
い
る
。明
治
40
年

（
１
９
０
７
）に
建
て
ら
れ
た
と
い
う
鳥
居

に
は
、蜂
の
巣
状
の
風
化
穴
が
あ
り
、天
候

の
激
し
さ
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

港
か
ら
中
央
に
伸
び
る
通
り
は
、
集
落

の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
。そ
こ
か
ら
谷
筋
に

沿
っ
て
、
家
々
が
軒
を
連
ね
る
。

　

屋
根
の
頂
上
部
に
は「
棟む
な
い
し石
」と
呼
ば
れ

る
石
材
が
固
定
さ
れ
て
お
り
、
瓦
が
強
風

　

風
光
明
媚
な
日ひ
よ
り
や
ま

和
山
海
岸
か
ら
県
道

11
号
を
西
へ
車
を
走
ら
せ
る
と
、
か
つ
て

「
陸
の
孤
島
」と
呼
ば
れ
た
豊
岡
市
竹
野

町
田た

く

ひ
久
日
地
区
が
見
え
て
く
る
。

　

昭
和
40
年（
１
９
６
５
）に
但
馬
海
岸

道
路
が
開
通
す
る
ま
で
、
船
で
移
動
す
る

か
、
海
岸
沿
い
の
険
し
い
山
道
を
辿
ら
な

い
と
訪
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
所
で

あ
っ
た
。「
宇う

ひ日
、
田
久
日
を
見
た
こ
と
が

あ
る
か
」と
ま
で
言
わ
れ
た
時
代
が
あ
り
、

隣
村
の
宇
日
地
区
と
と
も
に
、
平
家
伝
承

が
残
る
集
落
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

　
「
道
路
が
で
き
る
ま
で
、
子
ど
も
た
ち
は

集
落
内
の
分
校
で
学
び
、
小
学
４
年
生
に

な
る
と
、
竹
野
小
学
校
ま
で
細
い
山
道
を

１
時
間
半
ほ
ど
か
け
て
通
っ
て
い
た
そ
う

で
す
」と
は
、
区
長
の
長
岡
昭
夫
さ
ん
。

　

但
馬
海
岸
道
路
の
開
通
に
よ
っ
て
集
落

の
生
活
は
一
変
し
た
と
い
う
。
そ
れ
ま
で

は
、
山
を
切
り
拓
い
た
狭
い
耕
地
で
米
や

野
菜
な
ど
の
作
物
を
育
て
、
磯
見
漁
や
炭

焼
き
な
ど
で
生
計
を
立
て
て
い
た
が
、
道

路
が
で
き
て
便
利
に
な
っ
た
分
、
町
へ
出

る
人
も
増
え
て
い
っ
た
と
い
う
。

　

と
も
に
案
内
い
た
だ
い
た
永
田
新
一
さ

ん
は
、「
自
分
た
ち
が
食
べ
る
分
の
作
物
は

収
穫
で
き
、
海
で
は
魚
介
類
も
獲
れ
、
自

給
自
足
で
生
活
が
成
り
立
っ
て
い
ま
し
た
。

お
金
は
な
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
案

外
豊
か
な
生
活
だ
っ
た
」と
話
す
。

　

長
岡
区
長
を
始
め
、
地
元
の
永
田
さ

谷あいを縫うように家々が建てられている田久日のまち並み。日本海の激し谷あいを縫うように家々が建てられている田久日のまち並み。日本海の激し
い潮風に耐えられるように焼杉板塀で覆われ、漁村の雰囲気が漂う。瓦のい潮風に耐えられるように焼杉板塀で覆われ、漁村の雰囲気が漂う。瓦の
上には、飛散防止のために棟石（左下）が置かれている。上には、飛散防止のために棟石（左下）が置かれている。

但馬海岸道路沿いにある但馬海岸道路沿いにある
「才の神古墳」。「才の神古墳」。才の神は道才の神は道
の守護神であり、かつて陸の守護神であり、かつて陸
の孤島であったこの地に、の孤島であったこの地に、
外敵の侵入を阻むために外敵の侵入を阻むために
置かれたと考えられてい置かれたと考えられてい
る。道路工事の際には、多る。道路工事の際には、多
数の土器の破片が発掘さ数の土器の破片が発掘さ
れている。れている。

至
才
の
神
古
墳
・

至
才
の
神
古
墳
・

豊
岡
市
瀬
戸

豊
岡
市
瀬
戸

県道11号県道11号
（但馬海岸道路）（但馬海岸道路）

稲荷社稲荷社

権現社権現社

祇園社祇園社

山の斜面を利用山の斜面を利用
して段々畑が作して段々畑が作
られていた。られていた。

春のワカメ干し春のワカメ干し

か
つ
て
陸
の
孤
島
と
呼
ば
れ
、

海
と
と
も
に
暮
ら
し
て
き
た

日
本
海
の
静
か
な
漁
村
。

豪
勇
た
ち
が
た
ど
り
着
い
た

平
家
伝
承
の
里
を
歩
く
。
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で
吹
き
飛
ば
な
い
よ
う
に
す
る
重
石
な
ん

だ
と
か
。
狭
い
谷
沿
い
に
立
地
し
て
い
る
た

め
急
斜
面
が
多
く
、
天
然
の
岩
を
利
用
し

た
石
垣
の
上
に
家
々
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。

　

少
し
山
手
へ
歩
く
と
、
大
き
な
石
灯
籠

が
目
に
入
っ
て
く
る
。
こ
れ
は
金
毘
羅
さ

ん
を
祀
っ
た
も
の
で
、
集
落
に
は
８
つ
も
の

神
仏
を
祀
っ
て
い
る
そ
う
だ
。

　
「
神
仏
に
対
す
る
信
仰
は
昔
か
ら
篤

く
、今
で
も
そ
れ
ぞ
れ
に
祭
事
を
行
っ
て
い

ま
す
。
閉
ざ
さ
れ
た
環
境
で
自
然
と
と
も

に
暮
ら
す
に
は
、神
仏
に
頼
る
し
か
な
か
っ

た
の
で
し
ょ
う
」と
、
永
田
さ
ん
は
語
る
。

　

集
落
の
坂
道
を
山
手
に
上
っ
て
い
く
と
、

高
台
に
は
公
民
館
と
観
音
堂
が
佇
む
。こ

こ
は
か
つ
て
分
校
が
あ
っ
た
場
所
。
集
落

と
日
本
海
を
見
渡
せ
る
位
置
に
あ
り
、
道

路
工
事
の
際
に
は
、
工
事
に
あ
た
っ
た
自

衛
隊
員
の
宿
舎
に
も
な
っ
た
そ
う
だ
。

　

傍
ら
に
は
石
碑
が
あ
り
、
平
家
の
侍
で

あ
る「
平
た
い
ら
の
も
り
つ
ぐ

盛
嗣（
越え
っ
ち
ゅ
う
じ
ろ
う
び
ょ
う
え
も
り
つ
ぐ

中
次
郎
兵
衛
盛
継
）
」

と「
藤ふ
じ
わ
ら
の
か
げ
き
よ

原
景
清（
悪あ
く
し
ち
び
ょ
う
え

七
兵
衛
景
清
）」を
偲

ぶ
供
養
塔
が
建
立
さ
れ
て
い
る
。
源
氏
と

の
戦
い
に
敗
れ
た
２
人
が
落
ち
延
び
た
場

所
と
伝
え
ら
れ
、
海
岸
沿
い
に
は「
舟
隠

し
岩
」な
ど
、
平
家
の
隠
れ
里
に
ま
つ
わ

る
場
所
が
残
っ
て
い
る
。

　

古
き
良
き
時
代
を
感
じ
る
漁
村
の
風

景
が
残
る
田
久
日
地
区
。
絶
景
の
但
馬
海

岸
道
路
の
途
中
に
は
、の
ど
か
な
海
辺
の

ま
ち
並
み
が
旅
人
を
迎
え
て
く
れ
る
。

集落のシンボルである「弁財天社」。自然の岩集落のシンボルである「弁財天社」。自然の岩
穴に社が祀られ、岩壁の先端に鎮座するその穴に社が祀られ、岩壁の先端に鎮座するその
姿は、海に対する畏敬の念を感じる。鯨の骨が姿は、海に対する畏敬の念を感じる。鯨の骨が
納められている。納められている。

公民館公民館
（分校跡地）（分校跡地）

急な坂道は海岸急な坂道は海岸
道路建設のため道路建設のため
にに運搬用道路とし運搬用道路とし
てて造られた。造られた。

県
道
県
道
1111
号号

かつては川の水を利用しかつては川の水を利用し
て、洗い物や洗濯が行われて、洗い物や洗濯が行われ
ていた。川へと降りるためのていた。川へと降りるための
階段があり、洗い場である階段があり、洗い場である
「川いと」が残る。「川いと」が残る。

『平家物語』で豪勇として描かれている平『平家物語』で豪勇として描かれている平
家の武将・平盛嗣と藤原景清が逃れてき家の武将・平盛嗣と藤原景清が逃れてき
たと伝わる田久日地区。石碑の横には八たと伝わる田久日地区。石碑の横には八
方龕（はっぽうがん）と呼ばれる石龕（せ方龕（はっぽうがん）と呼ばれる石龕（せ
きがん）があり、五輪塔が祀られている。きがん）があり、五輪塔が祀られている。

氏神である「三宝荒大神」。6月と10月には氏神である「三宝荒大神」。6月と10月には
集落内の８つの社と合わせて、例大祭が行集落内の８つの社と合わせて、例大祭が行
われる。安産祈願の神様としても信仰が篤われる。安産祈願の神様としても信仰が篤
く、地区外からも参拝者が訪れたという。く、地区外からも参拝者が訪れたという。

金毘羅さんとして祀られてい金毘羅さんとして祀られてい
る大灯籠。昔は隣にお堂がある大灯籠。昔は隣にお堂があ
り、お参りが行われていた。り、お参りが行われていた。

至豊岡市宇日・至豊岡市宇日・
竹野浜竹野浜

観音堂観音堂
盛嗣と景清の盛嗣と景清の
供養塔供養塔

かつてのかつての
水源池水源池

田久日漁港田久日漁港

弁財天社弁財天社

恵美須社恵美須社

三宝荒大神三宝荒大神

金毘羅社金毘羅社
（大灯籠）（大灯籠）日本海日本海

田久日川田久日川

春にはワカメ干しの春にはワカメ干しの
風景が見られる。風景が見られる。

県道11号県道11号

高台にある公民高台にある公民
館からは、まち並館からは、まち並
みと日本海の絶景みと日本海の絶景
が一望できる。が一望できる。

現在は上水道が整備現在は上水道が整備
されているが、それまされているが、それま
では山から流れる清では山から流れる清
水を水源としていた。水を水源としていた。

冬場は激しい季節冬場は激しい季節
風が吹き荒れるた風が吹き荒れるた
め、防風壁が設置め、防風壁が設置
されている。風によされている。風によ
り、波が集落までり、波が集落まで
上ってくることもあ上ってくることもあ
るのだとか。るのだとか。

平家の隠れ里として伝わる田久日平家の隠れ里として伝わる田久日
には、平家伝承を伝える行事が大には、平家伝承を伝える行事が大
正時代の始め頃まで行われてい正時代の始め頃まで行われてい
た。同じ平家の里として知られる香た。同じ平家の里として知られる香
美町御崎地区とは、大晦日にのろ美町御崎地区とは、大晦日にのろ
しを上げ合い、お互いの無事を確しを上げ合い、お互いの無事を確
かめ合っていたと伝わる。山腹にかめ合っていたと伝わる。山腹に
は、かつてのろしを上げたと伝わは、かつてのろしを上げたと伝わ
る場所も残っているそうだ。る場所も残っているそうだ。

道路がない時代は、道路がない時代は、
船で移動することも船で移動することも
多く、手漕ぎ船で竹多く、手漕ぎ船で竹
野浜まで20分ほど野浜まで20分ほど
で着いたという。で着いたという。
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伝
承
の
地
を
訪
ね
て

第47回

秀
吉
を
出
し
抜
い
た
村
娘

「お
た
ん
の
手
か
け
松
」 

［香
美
町
村
岡
区
高た

か

づ津
］

《協力》 香美町・田中みね子さん

　

香
美
町
村
岡
区
の
射い

そ

う添
地
域
は
、
か
つ
て
豊
臣
秀
吉
が
鳥
取
城
攻
め
に
向

か
う
際
に
行
軍
し
た
と
さ
れ
て
い
る
場
所
で
あ
る
。
周
辺
で
壮
絶
な
報
復
を

行
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
恐
れ
ら
れ
て
い
た
秀
吉
軍
。
こ
の
地
に
差
し
か
か
っ
た
時
、

反
抗
し
た
侍
衆
の
娘
「お
た
ん
」
を
盗
賊
と
し
て
召
し
取
っ
た
。

　

処
刑
す
べ
く
矢
田
川
の
岸
辺
に
連
れ
て
行
か
れ
た
お
た
ん
。
す
る
と
縄
で
繋
が

れ
た
身
を
捩
り
、
「一
生
の
お
願
い
で
す
。
あ
の
世
の
父
様
母
様
に
会
う
前
に
、
ど

う
か
川
の
水
で
身
を
清
め
さ
せ
て
く
だ
さ
い
」
と
懇
願
す
る
で
は
な
い
か
。
若
い
娘

の
最
後
の
願
い
で
あ
る
。
秀
吉
が
見
張
る
中
、
縄
を
解
か
れ
、
汚
れ
た
素
足
を
水

で
洗
お
う
と
か
が
む
お
た
ん
…
、
と
そ
の
瞬
間
、
急
に
淵
に
飛
び
込
み
、
見
る
間
に

下
流
に
消
え
て
し
ま
っ
た
。
兵
士
た
ち
が
必
死
に
探
す
が
一
向
に
見
つ
か
ら
な
い
。

　

よ
も
や
死
ぬ
気
だ
っ
た
か
と
捜
索
を
諦
め
か
け
た
そ
の
時
、
対
岸
の
松
に
手

を
か
け
、
身
を
引
き
上
げ
る
お
た
ん
が
い
る
で
は
な
い
か
。
捕
え
よ
う
に
も
濁
流
に

阻
ま
れ
て
、
い
か
ん
と
も
し
が
た
い
。
慌
て
ふ
た
め
く
兵
士
た
ち
の
姿
を
見
た
お
た

ん
は
、
か
ら
か
う
よ
う
に
お
尻
を
ペ
ン
ペ
ン
と
叩
き
、
「大
し
た
度
胸
だ
」
と
笑
う

秀
吉
を
残
し
て
、
あ
っ
と
い
う
間
に
山
奥
へ
消
え
て
い
っ
た
。

　

川
か
ら
上
が
る
際
に
掴
ん
だ
松
が
「お
た
ん
の
手
か
け
松
」
で
あ
る
。
そ
の
後

無
事
に
山
を
超
え
、
鳥
取
の
岩
美
ま
で
逃
げ
お
お
せ
た
そ
う
な
。

　

天
下
の
権
力
者
を
翻
弄
し
た
、
な
ん
と
も
痛
快
な
話
で
あ
る
。

かつて「手かけ松」が生えていた場所。松は
枯れてしまったが、周辺には今でも秀吉に
関する言い伝えが数多く語り継がれている。
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つくりて

1 2

の話。

vol.13

但馬から “ て ” で生み出す

寄り添い、

自分らしいを形にする。

世界にひとつだけの

アクセサリー。

M
ミ シ ェ ル ー フ

icheloof
アクセサリーデザイナー

瀧
た き ぐ ち

口 友
ゆ き

貴さん
［所］豊岡市中央町 5-44
［HP］https://micheloof.com　
［Instagram］@micheloof_y
[ 時]11:00 〜 19:00 [休] 木曜日

雑貨や服、ハンドメイドアクセサリーが並ぶセ
レクトショップ「Micheloof」。アクセサリーの
オーダーメイドを行っていて、ブライダルにも対
応している。
受付は店頭、または Instagramから。

　  約3mmのパーツをひたすらワイヤーで繋げたピアス。細かい作業で
あればある程、達成感がある。   店内の壁一面にあるパーツの棚。集
め始めてから1,000 は超えているという。1950 〜 80 年代のヴィン
テージパーツなど個性的なものが多い。

1
2

　豊岡市の復興建築群が残るメインストリート、

駅前通り。復興建 築群の建物で営むセレクト

ショップ「Micheloof」には、こだわりの雑貨や服

と共に、ヴィンテージパーツや天然石を使用した

ハンドメイドアクセサリーが並びます。

　「アクセサリー作りを始めて17年になります。

元々細かい作 業が好きで、西宮市のセレクト

ショップに勤めていた頃に興味が湧き、2、3 ヶ月

に１回のペースで、但馬のイベントに出店していま

した。３年ほど前に豊岡にお店を構え、オーダーメイドを中心に、店内の服や季節に

合わせて制作をしています」と話すのは、養父市出身で店主の瀧口友貴さん。

　制作の中心となっているオーダーメイドの依頼は、自分へのご褒美や贈り物など理

由は様々で、中にはお店に来たことがない方からも SNSでの依頼があるといいます。

　「最初は『こんな感じでお願いしてもいいのかな』と迷われる方も多いです。そのた

め、パーツを組み合わせてお見せしたり、その人らしさを引き出せるように話を聞きま

す。完成のイメージ、普段の格好、着けやすさ、というのは大事にしたいですね」。お客

様とのやり取りを通じて新しい組み合わせに出会えることも多く、デザインの幅が広

がるのが楽しいそう。また、瀧口さんのオーダーメイドは、ブライダルにも対応してい

ます。「打ち合わせを重ねて作ったアクセサリーが、ドレスやブーケと合わさる瞬間は１

つの作品が完成するようで感動します。今後はもっと力を入れていきたい」と話します。

　「喜びの感想はもちろん、言葉がなくてもリピートしていただくと信頼を感じてうれ

しいですね。今まで店頭に置くアクセサリーは自分が可愛い、あったらいいなと思う

ものを制作してきました。最近では常連さんが増えて、お客様の顔を浮かべて作るよ

うになったことがうれしい変化です」と笑顔が溢れます。

　“自分らしいを身につける”がコンセプトの「Micheloof」で、毎日が楽しくなるアク

セサリーを見つけてみてはいかがでしょうか。

ブライダル用アクセサリーのオーダーメイド。ウェディングドレスやブーケの色に合わせて、お客様と打ち合わせを重ねながら、ひとつひとつ丁寧に制作する。
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●イベントなどの情報は2026年5月現在のものです。　●開催日など諸事情により変更、中止される場合があります。  
●但馬の主なイベントを掲載しています。　●開催状況については各問合せ先までご確認ください。

9月

香美町ジオパーク海開き行事
7月1日（水） 9:00 〜
香美町 三田浜海水浴場

（問）香美町香住観光協会
TEL.0796-36-1234

銀谷の七夕
7月4日（土）〜5日（日）
朝来市生野町口銀谷

（問）生野まちづくり工房井筒屋
TEL.079-679-4448

シワガラの滝トレッキング
7月4日（土） 9:00〜15:00
新温泉町 小又川渓谷
※有料、要申込

（問）上山高原ふるさと館
TEL.0796-99-4600

テニスの日
7月5日（日）、19日（日） 
8月2日（日）、16日（日）
9月6日（日）、20日（日） 
10月4日（日）、18日（日） 
各日9:00〜16:00  ※有料
豊岡市 竹野中央公園

（問）竹野B&G海洋センター
TEL.0796-47-1805

一円電車体験乗車会
7月5日（日）、26日（日）
8月2日（日）、9日（日）
23日（日）、9月6日（日）
10月4日（日）
各日10:00〜16:00 ※有料
養父市大屋町明延
あけのべ憩いの家広場

（問）あけのべ自然学校
TEL.079-668-0258

プールOPEN日
7月17日（金）〜 ※有料
①9:00〜12:00
②13:00〜17:00
18日はオープンイベント有
豊岡市 竹野中央公園

（問）竹野B&G海洋センター
TEL.0796-47-1805

川下大祭
7月18日（土）〜20日（月・祝） 
新温泉町浜坂 宇都野神社

（問）浜坂観光協会
TEL.0796-82-4580

浜坂ふるさと夏まつり花火大会
7月19日（日） 20:00〜21:00
新温泉町芦屋
浜坂県民サンビーチ

（問）浜坂観光協会
TEL.0796-82-4580

寺内ざんざか踊り
7月19日（日） 
朝来市和田山町寺内
山王神社

（問）情報館「天空の城」
TEL.079-674-2120

プールでサップ体験
7月23日（木）、30日（木）
8月6日（木）、13日（木）、
27日（木）13:30〜14:30
豊岡市 竹野中央公園
※有料、各日定員5名、要申込

（問）竹野B&G海洋センター
TEL.0796-47-1805

こどもサマーキャンプ
7月24日（金） 9:00〜 ※有料
香美町小代区新屋
美方高原自然の家

（問）美方高原自然の家
TEL.0796-97-3600

荒湯天狗まつり
7月25日（土） 15:00〜
新温泉町湯 湯村温泉街
ポケットパーク周辺

（問）新温泉商工会浜坂本所
TEL.0796-82-1152

クリーンパーク北但祭り
7月26日（日） 9:00〜
豊岡市竹野町坊岡943
クリーパーク北但

（問）北但行政事務組合
TEL.0796-21-9110

城崎温泉 夏物語
7月30日（木）〜8月21日（金）
21：00〜
豊岡市 城崎温泉街

（問）城崎温泉観光協会
TEL.0796-32-3663

ふるさと小代夏まつり
8月1日（土） 19:00〜21:30
香美町 小代地域局

（問）同実行委員会
TEL.0796-97-2250

柳まつり
8月1日（土）〜2日（日） 
豊岡市 駅通り他

（問）同実行委員会
TEL.0796-22-4456

上山高原キャンプ
8月1日（土）〜2日（日） 13:00〜
新温泉町 上山高原
 （昆虫、星観察等）
※有料、要申込

（問）上山高原ふるさと館
TEL.0796-99-4600

大杉ざんざこ踊り
8月予定
養父市大屋町大杉 二宮神社

（問）やぶ市観光協会
TEL.079-663-1515

び〜ちふぇすた2026
8月9日（日） ※有料、要申込
新温泉町 浜坂県民サンビーチ 

（問）同実行委員会事務局
（新温泉町生涯教育課内）
TEL.0796-82-5629

出石焼×地酒フェア×きき
酒大会（仮）
①8月9日（日）11:00〜16:00 
②8月10日（月）10:00〜15:00
豊岡市出石庁舎前広場
出石市民ホール

（問）出石振興局 地域振興課
TEL.0796-52-3111

あさご夏祭り 
8月16日（日）予定
朝来市 朝来グラウンド周辺

（問）朝来市朝来支所
TEL.079-677-1165

竹野BG 塾
8月18日（火）〜20日（木）
9:00〜16:00 ※有料
豊岡市 竹野中央公園
小学3年生〜6 年生 定員16名

（問）竹野B&G海洋センター
TEL.0796-47-1805

朝来市山東夏祭り 
8月22日（土）予定
朝来市 小谷与布土川左岸

（問）朝来市山東支所
TEL.079-676-2080

工作教室
8月23日（日）  9:00〜
豊岡市竹野町坊岡943
クリーパーク北但

（問）北但行政事務組合
TEL.0796-21-9110

湯村の火祭り
8月24日（月）19:30〜
新温泉町湯 湯村温泉街

（問）湯村温泉火祭り保存会
（湯区事務所）
TEL.0796-92-1081

第4回出石夏祭り
8月29日（土） 
16:00〜21:00（予定）
豊岡市 出石振興局前広場

（問）豊岡市商工会出石支部
TEL.0796-52-2113

ビーチサッカーFESTA2026
8月29日（土）、30日（日）
新温泉町芦屋
浜坂県民サンビーチ
※有料、要申込

（問）大会事務局
（新温泉町生涯教育課内）
TEL.0796-82-5629

コウノトリ
チャレンジライド2026
9月6日（日） 
豊岡市 城崎温泉街

（問）同実行委員会
TEL.0796-32-3663

道の駅創業祭
9月12日（土）、13日（日）
新温泉町栃谷 道の駅山陰
海岸ジオパーク浜坂の郷

（問）同道の駅
TEL.0796-80-9010

久谷ざんざか踊り
9月15日（火）
新温泉町久谷 八幡神社

（問）文化財室
（先人記念館以命亭）
TEL.0796-82-4490

シワガラの滝トレッキング
（平日版）
9月17日（木） 9:00〜15:00
新温泉町 小又川渓谷 
※有料、要申込

（問）上山高原ふるさと館
TEL.0796-99-4600

第16 回香住ガニまつり
9月19日（土） 9:00〜12:30
香美町 香住漁港西港

（問）香美町香住観光協会
TEL.0796-97-2250

霧ヶ滝トレッキング
（平日版）
9月24日（木） 9:00〜
新温泉町 霧ヶ滝渓谷 
※有料、要申込

（問）上山高原ふるさと館
TEL.0796-99-4600

グラウンド・ゴルフ大会
9月25日（金）、10月15日（木） 
13:00〜  
豊岡市 竹野中央公園
※有料、要申込

（問）竹野B&G海洋センター
TEL.0796-47-1805

第29回村岡ダブルフル
ウルトラランニング
9月27日（日） 5:00〜19:00
香美町村岡区全域 ※有料

（問）同大会事務局
TEL.0796-94-0298

卓球の日
10月4日（日）、18日（日）
13:00〜16:00
豊岡市 竹野中央公園
※有料、室内用シューズ持参

（問）竹野B&G海洋センター
TEL.0796-47-1805

竹田城跡十五夜
お月見イベント
10月上旬予定
朝来市和田山町竹田

（問）情報館「天空の城」
TEL.079-674-2120

桂の滝トレッキング
10月4日（日）9:00 〜
新温泉町 小又川渓谷
※有料、要申込

（問）上山高原ふるさと館
TEL.0796-99-4600

第18回あけのべ一円電車まつり
10月4日（日） ※有料
養父市大屋町明延

（問）あけのべ自然学校
TEL.079-668-0258

出石秋まつり「喧嘩だんじり」
10月11日（日）13:00〜 
豊岡市出石町 出石城跡周辺

（問）出石秋祭り実行委員会
TEL.0796-52-5810

城崎温泉秋祭り
10月14日（水）、15日（木） 
豊岡市 城崎温泉街

（問）城崎温泉観光協会
TEL.0796-32-3663

いも掘り・キノコ教室
10月18日（日） 
豊岡市竹野町坊岡943
クリーパーク北但

（問）北但行政事務組合
TEL.0796-21-9110

秋のエコフェスタ　
10月18日（日） 9:00〜
新温泉町 上山高原
※有料、要申込

（問）上山高原ふるさと館
TEL.0796-99-4600

畑ヶ平林道 （県道）
滝ハイキング
10月22日（木） 
9:00〜14:30
新温泉町 畑ヶ平林道
※有料、要申込

（問）上山高原ふるさと館
TEL.0796-99-4600

扇ノ山紅葉登山
10月24日（土） 
9:00〜15:30
新温泉町 扇ノ山
※有料、要申込

（問）上山高原ふるさと館
TEL.0796-99-4600

ねってい相撲 
10月予定
養父市奥米地 水谷神社

（問）やぶ市観光協会
TEL.079-663-1515

九鹿ざんざか踊り
10月予定
養父市八鹿町九鹿 日枝神社

（問）やぶ市観光協会
TEL.079-663-1515

氷ノ山紅葉登山フェスティバル
10月予定
養父市福定 氷ノ山

（問）氷ノ山鉢伏観光協会
TEL.079-660-2024

OSJ KAMI 100
10月30日（金）〜11月1日（日）
各日13:00〜  ※有料
養父市 ハチ北高原周辺

（問）ハチ北観光協会
TEL.0796-96-0732

7月

8月

Event Event CCalendaralendar

10月

NNewsews
●開催日時：9月14日（月） 開演：19:00〜　
●場所：和田山ジュピターホール （朝来市和田山町玉置877-1）　
　2021年のショパン国際ピアノコンクールで日本人として半世紀ぶりの２位入賞を果たし
た世界的ピアニスト、反田恭平氏。反田氏が手がける「ジャパン・ナショナル・オーケス
トラ」は若手・実力派アーティストを中心に、ソリスト級の奏者を集めていて貴重な演奏
会となります。
料金：大人8,000 円、高校生以下2,500 円

（問）朝来市芸術文化課 TEL.079-672-6114

反田恭平&ジャパン・ナショナル・
オーケストラ コンサートツアー2026
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全但バス但馬ドーム

第38回但馬ドーム杯グラウ
ンド・ゴルフ 交流大会

（決勝ラウンド）
 7月10日（金）

但馬ドームサマーミュージアム
「親子ドローン操縦体験会」
8月9日（日）、23日（日） 
※有料

第15回世界ジオパークトレ
イルラン（神鍋高原）
8月16日（日）

ドームに泊まろう
withアウトドア
8月29日（土）〜30日（日）
※有料

但馬ドームオータムフェス
タ&ロハスパーク 豊岡 
10月17日（土）〜18日（日）

第12回山陰海岸ジオパーク
小学生駅伝競走大会 兼 
第36回但馬小学生駅伝競
走大会
10月24日（土）

（問）全但バス但馬ドーム
（豊岡市日高町名色88-50）
TEL.0796-45-1900

日本・モンゴル民族博物館

開館30周年記念特別展
〜TVアニメ『天幕のジャー
ドゥーガル』から読み解く～

「モンゴル帝国の美しき女
性たち」展（仮称）
※有料、日程はHPにて

（問）日本・モンゴル民族博物館
（豊岡市但東町中山711）
TEL.0796-56-1000

Spot Spot IInformationnformation
木の殿堂

ゆめさきの森公園
糸のこグループ作品展
7月11日（土）〜8月23日（日）

夏休み親子おもちゃ教室
8月2日（日）13:00〜16:00
定員 親子10 組 ※有料

マリンアクセサリー作り教室
8月9日（日）10:00〜16:00
約30 分 ※有料

井上鈴奈写真展
8月29日（土）〜10月12日（月・祝）

中村寿木工作品展
8月29日（土）〜10月12日（月・祝）

特別組み木教室
①8月29日（土）
②9月5日（土）2回コース
各日13:00〜16:00 
定員15名 ※有料 

折りたたみイス・テーブル作
り体験木工
8月30日（日） 
①10:00〜12:00 ②13:00〜15:00
各回定員10名 ※有料

組み木指導員養成講座
①9月12日（土）、
②19日（土）、③26日（土）
3回コース 各日13:00〜16:00 
定員8名 ※有料 

ふれあいの森倶楽部
9月23日（水・祝）
13:00〜16:00 
定員30名 ※有料 

リース作り教室
10月17日（土）13:00〜16:00
定員15名 ※有料

クリスマス組み木教室
経験者：10月24日（土） 
初心者：10月25日（日）
各日13:00〜16:00 
各回定員15名 ※有料

河野壽雲能面展
〜幽玄の世界に魅せられて〜
10月17日（土）〜11月29日（日）  

第29 回森と木のクラフト展
10月17日（土）〜11月29日（日）  
 

（問）木の殿堂
（香美町村岡区和池951）
TEL.0796-96-1388

豊岡市立歴史博物館
第17回特別展
遊んで学んでおもちゃ展
〜わらべのおもちゃ図鑑〜
7月18日（土）〜9月13日（日）
※有料

第65 回企画展
羽柴秀長と豊岡
9月18日（金）〜1月26日（火）
※有料

（問）豊岡市立歴史博物館
ー 但馬国府・国分寺館 ー

（豊岡市日高町祢布808）
9:00〜17:00（入館は30分前まで）
TEL.0796-42-6111

豊岡市立美術館
みんなおいで！
長谷川義史 絵本原画展
7月4日（土）〜9月27日（日）
※有料

第30回伊藤清永賞
子ども絵画展
10月4日（日）〜18日（日）

（問）豊岡市立美術館
ー 伊藤清永記念館 ー

（豊岡市出石町内町98）
9:30〜17:00
入館は閉館30分前まで
TEL.0796-52-5456

浮世絵トリックアート展（仮）
7月18日（土）〜8月30日（日） 
※有料

第3回あさごビエンナーレ2026
9月19日（土）〜10月25日（日）
※有料

あさご芸術の森
風と光のページェント
〜ハロウィンな夜〜
10月17日（土）〜10月18日（日）
17:30〜20:30※有料

（問）あさご芸術の森美術館
（朝来市多々良木739-3）
休館日：水曜 ・祝日の翌日
※8月12日（水）は開館
10:00 〜17:00
入館は閉館30分前まで
TEL.079-670-4111

あさご芸術の森美術館

兎和野高原野外教育センター
姫ボタル・瀞川平トレイルラン
7月5日（日） ※有料

はじめての親子キャンプ（夏）
8月29日（土）〜30日（日）
※有料

うわのグラウンドゴルフ大会
9月1日（火） ※有料

きのこ観察会
9月26日（土）〜27日（日）  
※有料（日帰りコースあり）

キャンプフェスタ In Uwano
10月3日（土）〜4日（日） 
 ※有料

“ 秋の兎和野・瀞川平”
山岳歩こう会
10月18日（日） ※有料

（問）兎和野高原野外教育センター
（香美町村岡区宿791-1）
TEL.0796-94-0211 

コウノトリの郷公園
特別ガイドウォーク
〜夏の特別体験！
飼育ゾーンへようこそ〜
7月11日（土）
①10:00〜11:30
②13:30〜15:00

サマーキッズデイ
7月25日（土）
9:30〜15:00

山陰海岸ジオパーク
『砂の世界をのぞく展』
8月11日（火・祝）〜13日（木）
9:00〜16:30
※最終日は16:00まで

特別ガイドウォーク
〜コウノトリ野生復帰の
歴史にふれよう〜
9月20日（日）
①10:00〜11:30
②13:30〜15:00

飼育体験で
コウノトリの魅力再発見
9月21日（月・祝）

『郷公園デー』
〜非公開エリア特別公開〜
10月24日（土）〜25日（日）
9:00〜15:00

（問）県立コウノトリの郷公園
（豊岡市祥雲寺128）
TEL.0796-23-5666

●各イベント、教室などには参加費・材料費が必要な場合があります。
　定員数が限られる場合もありますのでご確認ください。

但馬長寿の郷

長寿の郷フェスタ
7月25日（土）
10:00〜15:30

（問）県立但馬長寿の郷
（養父市八鹿町国木）
TEL.079-662-8456

ピザ作り体験
7月5日（日）10:00〜
定員8 組 ※要申込・有料

わが家の！ひみつ調査団
in 但馬牛博物館
①7月12日（日）
②10月11日（日）
各日13:00〜 
※要申込（当日受付有） 

竹灯籠作り体験
7月20日（月・祝） 
①10:00〜 ②13:00〜
各回定員5組 ※2人1組
※要申込・有料 

（小学生以下保護者同伴）

まきばの観望会
8月1日（土） 18:00〜
定員 親子10組
※要申込・有料
※曇天は内容変更

夏休み但馬牛講座
8月2日（日） 13:00〜
定員10 組 ※要申込

うどん打ち体験
8月23日（日） 10:00〜
定員30 名 （締切8/10）
※要申込・有料

羊毛クラフト作り体験
8月23日（日） 13:30〜
定員10 名 ※要申込・有料

（小学生低学年以下は保護
者同伴 ）

但馬牧場公園

ローストビーフ作り
9月6日（日）10:00〜 
定員8 組 ※要申込・有料

牛の鼻輪投げ
9月6日（日）13:00〜 
定員30 名
※対象（幼児以上）

但馬牛クイズ大会
①9月13日（日）、②20日（日）
各日13:00〜 

但馬牛映画観賞会
①9月13日（日）、 ②20日（日）
各日14:00〜 
各日定員20 名

世界の但馬牛まつり 
9月27日（日） 10:00〜
※臨時駐車場・
　シャトルバスあり

（問）但馬”牛まつり” 実行委員会
TEL.0796-82-5625

第38回兵庫県どんぐりごま大会 
10月10日（土） 10:00〜

パンケーキ作り体験
10月10日（土） 10:00〜 
定員20 名 ※要申込・有料

謎解き宝探しゲーム
10月12日（月・祝）13:30〜
定員5 枠 ※1組2〜5 名 
※要申込・有料 ※荒天中止

（問）県立但馬牧場公園
（新温泉町丹土1033）
TEL.0796-92-2641

養父市立全天候運動場
わくわく秋フェスタ
10月18日（日）10：00〜16：00
場所：養父市立八鹿総合体育館

（問）養父市立全天候運動場
TEL.079-663-2021

南但馬自然学校

第1回親子で自然学校
7月18日（土）9：30 〜
19日（日）〜13：45 
夏の思い出工作、キャンプ
ファイヤー、テント泊、自分た
ちで伐採した竹で流しそう
めん
※参加費4,000円程度（天候
等によりテント泊ができな
い場合は別途1人510〜810
円が必要）
※定員になり次第締切

第2回遊友体験活動
「紅葉の里山を楽しもう！
～いも掘りと
秋の生き物さがし～」
10月24日（土）
9:30〜12:00
※保険料100円が必要

（問）県立南但馬自然学校
（朝来市山東町迫間字原189）
TEL.079-676-4731

但馬文教府
2026 親子フェスタ
IN 但馬文教府 
7月18日（土）10:00〜16:00

みてやま地域公開講座
「視覚障害者でスポーツ活
動に専念そして普及」
8月18日（火）
13:15〜14:45  ※有料

科学する但馬の子ども作品展
9月16日（水）〜22日（火・祝） 
9:00〜19:00

みてやま地域公開講座
「面白くてためになる数学」
9月25日（金）
13:15〜14:45  ※有料

（問）但馬文教府
（豊岡市妙楽寺41-1）
TEL.0796-22-4407

円山川公苑
カナディアンカヌー・カヤッ
ク・SUP で巡る円山川楽々浦
7月12日（日）、9月20日（日）、
10月25日（日）
各日14:00〜16:00 ※有料

円山川の夕凪
・サンセットSUP
8月8日（土）、11日（火・祝）、
15日（土）、22日（土）、
23日（日）、29日（土）
各日16:30〜18:15 ※有料

日本画家 西田眞人展
ー四季の美しさの中に祈り
を求めてー
9月5日（土） 〜
11月3日（火・祝）
※有料 高校生以下無料

チャレンジカヌーin 円山川
10月4日（日）
10:30〜15:00 ※有料

（問）県立円山川公苑
（豊岡市小島1163）
TEL.0796-28-3085
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●催し物の料金など詳細は、各ホールへご確認ください。

やぶ市民交流広場
オープンハウスYBファブの
ナツフェス! 2026
7月19日（日）

劇団四季
ファミリーミュージカル

『はじまりの樹の神話
〜こそあどの森の物語〜』
7月28日（火） 開演18:00
※有料

大阪大学交響楽団
サマーコンサート
8月23日（日） 開演14:00

PAC シーズン・オープニング・
フェスティバル in 養父市
9月5日（土） 開演14:00
※有料

第23回養父市吹奏楽祭
9月13日（日）

（問）同実行委員会
（やぶ市民交流広場内）
TEL.079-662-0070

豊岡演劇祭2026 養父市公演
9月18日（金）〜27日（日） 
※有料

大谷康子 青柳いづみこ日本に
魅せられたパリの音楽家たち
10月3日（土） 開演14:00 ※有料

（問）養父市まちづくり文化交流課
（養父市八鹿町八鹿538-1）
TEL.079-662-0071

やぶ市民交流広場（YBファブ）

ナスタラン・ラザヴィ・
ホラーサーニ 『Archive』
地域交流プログラム
7月上旬予定

加藤綾子＋岩田奈津季
「スケール・システム」
地域交流プログラム
7月下旬予定

「高瀬川モニタリング部　
大合宿〜大谿川編〜」
地域交流プログラム
8月上旬予定

リサ・マリコ・ゲリー
『Oceans（仮）』
地域交流プログラム
8月下旬予定

バストリオ 音楽演劇
『ワン・プラス・ワン』
地域交流プログラム
10月下旬予定

（問）城崎国際アートセンター
（豊岡市城崎町湯島1062）
TEL.0796-32-3888

城崎国際アートセンター

おおやホール

第32回公募展木彫
フォークアートおおや展覧会 
9月18日（金）〜10月4日（日） 
9:00〜17:00
※最終日は16:30まで

（問）木彫フォークアートおおや事務局
（養父市大屋町大屋市場20-1）
TEL.079-669-0120

Hall Hall IInformationnformation

第35回せきのみやふれあいまつり
8月29日（土）15:50〜20:30
場所：関宮ふれあいパーク

第59 回 関宮文化祭
①10月24日（土）、②25日（日）
①9:00〜17:00 ②9:00〜15:00
場所：関宮公民館及び周辺

（問）養父市立関宮公民館
（養父市関宮637）
TEL.079-667-2331

ノビアホール

劇団演劇「FACTORY」アトリエ公演
『トラブルメーカー』
『がーるずトーク』
『死者は踊るⅠ大和篇Ⅱ古代
エジプト篇「死者の書」』より
7月11日（土） 開演15:00

小中高生舞台芸術体験講座
「小学生演劇ワークショップ」
7月23日（木）〜25日（土） 

第245回サロンコンサート
出演：カタリコト
7月26日（日） 開演12:30

平和を願う朗読劇・
豊岡2026 『祈り-1945』
8月2日（日） 開演14:00
※有料 高校生以下無料

小中高生舞台芸術体験講座
「中高生演劇ワークショップ」
8月9日（日）〜11日（火・祝）

第246 回サロンコンサート
出演：THE STRAWBERRY FIELDS
8月予定

アートスクール
～劇場を創る舞台技術～
PART5「照明入門講座」
10月10日（土）
※有料 高校生以下無料

豊岡市民プラザ

アートスクール
～劇場を創る舞台技術～
PART5 「音響入門講座」
10月11日（日）
※有料 高校生以下無料

第248回サロンコンサート
出演：TMアンサンブルあんだんて
10月31日（土） 開演12:30
※有料 高校生以下無料

（問）豊岡市民プラザ
（豊岡市大手町アイティ7F）
TEL.0796-24-3000

ガベジショー「ライブマンガ2026」
7月4日（土）開演11:00〜 ※有料

朗読劇「悠久の自然アラスカ」
9月26日（土） 開演14:00〜

（問）新温泉町温泉公民館
（新温泉町湯990-8）
TEL.0796-92-1870

夢ホール

脳科学者 中野信子講演会
7月12日（日）開演14:00〜 ※有料

人形劇団ひとみ座
「ふしぎ駄菓子屋銭天堂」

10月17日（土）開演14:00〜 ※有料

香住文化協会祭 芸能発表会
10月31日（土） 開演13:00〜

（問）香住区中央公民館
（香美町香住区香住114-1）
TEL.0796-36-3764

香住区中央公民館

第11回朝来市合唱祭
7月5日（日） 開演14:00
場所：和田山ジュピターホール
※有料 中学生以下無料

第22 回ASAGO
芸術音楽祭2026
7月15日（水）〜19日（日）
場所：和田山ジュピターホー
ル、あさご・ささゆりホール、他

歌心りえ コンサート2026
「Sing A Life」
7月25日（土） 開演14:30
場所：和田山ジュピターホール ※有料 

木山裕策Acoustic Concert
9月5日（土） 開演14:00
場所：あさご・ささゆりホール ※有料 

（問）朝来市芸術文化課
（朝来市和田山町玉置877-1）
TEL.079-672-6114

朝来市文化会館

第3回養父市芸能祭
7月5日（日） 開演13:30〜

（問）同実行委員会
TEL.079-662-0070

鼓童ONE EARTH TOUR 2026 遥かー
9月13日（日） 開演15:00〜 ※有料

第61回やぶ文化祭
10月23日（金）〜25日（日） 
9:00〜17:00
※最終日は15:00まで

（問）養父市立養父公民館
（養父市広谷250）
TEL.079-664-1141

 ビバホール
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30名様

読者アンケート！
みなさまの感想をお聞かせください！

アンケートに答えてプレゼントに応募しよう！
右記のQRコードからご応募ください。

当選者の発表は賞品の発送をもって代えさせていただきます。
※賞品画像はイメージです。

アンケートに回答された方の中から、抽選で30名様に下記の賞品と、「但馬ファンクラブ会
員権（1年）」をプレゼントします。但馬ファンクラブ会員になると、但馬内の200以上の施設
で割引等の特典が受けられます。みなさん奮ってご応募ください。

（※すでに会員の方は、下記賞品のみのプレゼントとなりますのでご了承ください。）

シャリもっちアイス （上道製菓／朝来市）
※購入場所：道の駅但馬のまほろば

T2は「但馬（Tajima）」×「但馬人（Tajimajin）」を意味しています。T2は「但馬（Tajima）」×「但馬人（Tajimajin）」を意味しています。
「人と人」、「人と地域」を結びつける情報誌でありたい、そして地域を「人と人」、「人と地域」を結びつける情報誌でありたい、そして地域を
知り、先人の生き方に触れることで、“ふるさと但馬の確かな未来”を知り、先人の生き方に触れることで、“ふるさと但馬の確かな未来”を
次世代に残したい、そんな願いを込めて制作しています。次世代に残したい、そんな願いを込めて制作しています。

おたよりは右記まで、どしどしお
寄せください。記事や広告に関す
るお問い合わせも、上記「T2 編
集部」まで。

T2編集部の電話番号
（CAMEL株式会社）

TEL : 0796 -24-6373
FAX  : 0796-24-6378

6 6 8 0 0 4 3
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庫
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部 

宛

発　行：公益財団法人 但馬ふるさとづくり協会
制　作：CAMEL株式会社

 2026年6月15日発行 
（次回発行日：2026年10月15日）

●本紙の発行にご協力いただいた各市町、関係各位の皆様に御礼申し上げます。
●本紙掲載の写真・イラスト・記事の無断転載を禁じます。

但馬の情報誌

＊生年月日等の情報はプレゼントの「但馬ファンクラブ会員」の登録の際に使用するため、必要な情報となっています。ご了承ください。

アンケートQR

ハガキからの応募は、アンケート項目をご記入の上、左記の「T2 編集部」宛まで。
アンケート項目は右記のQRコード、または「但馬情報特急」からご確認ください。
＊回答締切は2026年8月31日（月）必着
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て
い
る
身
と

し
て
、と
て
も
う
れ
し
く
な
り
ま
し

た
。正
直
、但
馬
は
雪
も
降
る
し
何

も
な
い
し
と
思
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま

す
が
、
住
ん
で
い
る
私
た
ち
が
但
馬

を
も
っ
と
好
き
に
な
っ
て
、
盛
り
上

げ
る
こ
と
が
大
切
だ
な
と
思
い
ま
し

た
。こ
れ
か
ら
も
毎
号
読
ま
せ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。朝

来
市　
M

・

M

つ
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

但
馬
は
懐
か
し
い
と
こ
ろ
で

思
い
出
す
こ
と
は
多
い
で
す
。
明
延

に
は
18
年
住
ん
で
い
ま
し
た
。
父
の

ッ
コ
イ
イ
！
作
り
た
い
！
小

２
の
息
子
が『
つ
く
り
て
』の

コ
ー
ナ
ー
の
机
を
見
て
言
い
ま
し

た
。「
但
馬
に
は
い
ろ
い
ろ
な
仕
事

が
あ
る
ん
だ
よ
」と
、
話
し
合
え
ま

し
た
。
工
作
が
好
き
な
子
ど
も
の

夢
が
広
が
っ
た
よ
う
で
す
。あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

豊
岡
市　
M
・
K

号
と
て
も
読
み
応
え
が
あ

り
、
家
族
み
ん
な
で
楽
し
ん

で
い
ま
す
。
個
人
的
に
は『
裏
路
地

探
険
』の
記
事
が
好
き
で
す
。ま
る

で
地
元
民
に
な
っ
た
か
の
よ
う
な
感

覚
に
な
り
ま
す
。今
年
こ
そ
は
現
地

で
散
策
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

神
戸
市　
T

・

H

ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー
ズ
ゲ
ー
ム

ズ
の
記
事
が
面
白
か
っ
た
で

す
。「
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
」と
い

う
ス
ポ
ー
ツ
が
あ
る
の
だ
と
興
味

カ

編
集
好
記
へ
ん
し
ゅ
う
こ
う
き

前号を読んだ感想など、みなさんから
いただいたお便りをご紹介！

　
『
つ
く
り
て
』の
取
材
で
、駅
前

通
り
に
あ
る「M

icheloof

」を

訪
問
し
ま
し
た
。
豊
岡
復
興
建

築
群
の
建
物
に
一
目
惚
れ
し
た
と

い
う
店
主
の
瀧
口
さ
ん
。
元
々
は

ブ
ティ
ッ
ク
だ
っ
た
建
物
で
、ガ
ラ

ス
張
り
に
な
っ
て
い
る
正
面
部
分

は
当
時
の
ま
ま
だ
と
い
い
ま
す
。

　
店
内
に
は
ア
ク
セ
サ
リ
ー
以
外

に
も
様
々
な
雑
貨
や
服
が
並
ん
で

い
て
、
時
間
を
忘
れ
そ
う
に
な
り

ま
す
。
陶
器
や
お
香
、ハ
ン
カ
チ

な
ど
、思
わ
ず
ギ
フ
ト
や
自
分
用

に
欲
し
く
な
る
ア
イ
テ
ム
が
た
く

さ
ん
。
と
て
も
印

象
的
な
ガ
ラ
ス
張

り
の
外
壁
か
ら
差

し
込
む
光
は
心
地

よ
く
、
店
内
に
は

ゆ
っ
た
り
と
し
た

時
間
が
流
れ
て
い

ま
し
た
。

い 特

最

毎

息

初

い

最

ワ
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